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（3）

ま
ち
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に
鎧

町
は
「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に

満
ち
た
明
る
い
町
」
を
合
言
葉
に
、花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。ま

ず
昨
年

月
に
、「
四
季
の
花
」

１０

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
菜
の
花
の
種
ま

き
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
市
民
農
園
予
定
地
と

旧
役
場
跡
地
の
２
か
所
で
行
い
ま
し

た
。
種
は
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
る
小
山
市
か
ら
５

を
kg

分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
は
ひ

ま
わ
り
、
秋
は
黄
花
コ
ス
モ
ス
、
冬

は
ロ
ウ
バ
イ
や
水
仙
な
ど
を
植
え
、

一
年
を
通
し
て
供
黄
色
い
花
の
つ
な

が
り
僑
で
町
内
の
一
体
感
を
広
め
て

い
く
予
定
で
す
。

花
咲
か
せ
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
外

や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た

明
る
い
町
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
創

り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
理
想
と
考
え

ま
す
。
今
後
、
こ
の
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
展
開

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た

も
私
た
ち
の
町
を
綺
麗
な
花
で
い
っ

ぱ
い
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
外

産
自
然
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
方

産
植
物
や
花
を
育
て
る
の
が
好
き
な
方

産
人
と
の
交
流
を
深
め
た
い
方

産
何
か
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

ぜ
ひ
、
３
月

日
ま
で
に
申
し
込

１６

み
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

菜
の
花
、
ひ
ま
わ
り
等
の
種
ま
き
、

花
栽
培
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
実
習
、

草
取
り
、
施
肥

等

問
合
・
申
込
先

町
生
活
環
境
課
撒
（

）
４
１
３
２

５７

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
花
や
緑
を
通
じ
て
多
く

の
方
々
の
交
流
や
、
町
が
進
め
て
い

る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
輪
が
広

が
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
や
事
業
所
等
の
庭
や

花
壇
を
公
開
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

伺
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
は
？

自
分
が
一
生
懸
命
に
手
入
れ
を
し

て
、
丹
精
を
こ
め
て
育
て
た
り
増
や

し
た
り
し
た
植
物
や
花
、
そ
し
て
そ

れ
を
綺
麗
に
配
置
し
た
庭
を
お
互
い

に
見
せ
合
う
と
い
う
も
の
。

も
と
も
と
は

年
ほ
ど
前
に
ガ
ー

７０

デ
ニ
ン
グ
の
本
場
の
イ
ギ
リ
ス
で
始

ま
っ
た
。
日
本
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
に
旅
行
し
た
り
、
滞
在
し
た
り
し

て
こ
の
活
動
を
知
っ
た
人
が
、
日
本

に
帰
っ
て
か
ら
自
分
た
ち
で
も
実
践

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
人
同
士
の
交
流
や
景
観
づ

く
り
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
試
み
も

始
め
ら
れ
て
い
る
。

対

象
一
般
に
公
開
で
き
る
お
庭
（
ご
自

分
で
作
っ
た
庭
や
花
壇
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
事
業
所
等

※
ご
協
力
い
た
だ
い
た
所
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
本
人
了
解
の
う
え

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
か
町
産
業
課
窓
口
ま
で

申
込
期
限

３
月

日
ま
で

１９

（
土
日
・
祝
日
除
く
）

問
合
・
申
込
先

町
産
業
課

撒
（

）
４
１
５
３

５７

丸林地区のルピナス畑。毎年5月に満開に

なり、訪れる人の目を楽しませてくれる。

喝

喝



橋保健センターでの集団健診の申込方法

事前申込制です。町健康福祉課に電話か来所での申し込みになります。

※定員（１２０名）になり次第、締め切らせていただきます。

橋町委託医療機関での個別健診の申込方法

実施期間

産基本健診・特定健診・後期高齢者健診 遇 ６月～１２月

産がん検診 遇 ４月～３月

希望健診の項目によって、申込方法が異なります。

また、医療機関によって、受けられる項目が異なりますので確認のうえ申し込みください。

（4）

問い合わせ先

町健康福祉課 撒（５７）４１７１

（表５）町指定医療機関

子宮がん
検診

前立腺がん
検診

大腸がん
検診

胃がん
検診

後期高齢者健診
(後期高齢者保険加入者）
※生活機能評価を含む

特定健診
(40歳～74歳）

※65歳以上は生活機能評価を含む

基本健診
(30歳～39歳）

医療機関

産産産産産撒(56)0280岩崎医院

産産産撒(57)2510菊池クリニック

産産産撒(56)2255木村外科胃腸科内科医院

産撒(56)0356近藤医院

産産産撒(54)5004さくら診療所

産産産撒(57)0056鹿野クリニック

産産産撒(57)9811寺内整形外科

産産産産産産撒(55)0710野木病院

（表４）希望健診項目と申込方法

申込方法医療保険等の種類・希望健診項目

受診券が必要ですので、５/７（木）以降に町健康福祉課に電話をし

てください。受診券を郵送します。

受診券が届いたら、町委託医療機関に電話で申込をしてください。

４０歳以上の野木町国保の方、後期高齢者医療の方、生活保護の方で、

産基本健診、特定健診、後期高齢者健診のみ希望の方

産基本健診、特定健診、後期高齢者健診とがん検診を

同時に受診希望の方

町委託医療機関に電話で申込をしてください。受診券を取り寄せ

る必要はありません。

産３０歳代の方で健診希望の方

産がん検診のみ希望の方

（表２）健診日と受付開始日

受付開始日健診日受付開始日健診日

６/１９（金）

９/２８（月）

３/１３（金）

４/２３（木）

９/２９（火）４/２４（金）

１０/２９（木）４/２５（土）

１０/３０（金）５/７（木）

１１/１３（金）５/８（金）

１１/１５（日）６/１１（木）

１１/１７（火）６/１２（金）

１２/１３（日）６/１３（土）

１２/１４（月）７/２３（木）

１２/１５（火）７/２４（金）

（表３）申込時にお尋ねすること

①集団か個別か

集団健診の申込か、個別健診の申込かを確認します。

②希望健診日 (表２)の集団健診日程表から選択してください。

③健康保険証 申込時にご用意ください。

④生年月日

⑤希望健診項目

基本健診、特定健診、後期高齢者健診、胃がん検診、肺がん検診、

前立腺がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肝炎ウ

イルス検診の申込受付をします。年齢などによって対象とならな

い健診もありますので、(表１）の対象の欄をよく確認ください。

⑥氏名

⑦住所

⑧電話番号



（表１）２１年度健診対象・内容・料金

料 金内 容対 象種 別

３０～３９歳…１，０００円

生活保護対象者…無料

★問診・身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）・診察・血

圧・血液検査（脂質・血糖・肝機能）・尿（尿糖・尿蛋

白）

※上記の項目の他に、20年度の特定健診のデータ

を基に、医師の判断による追加項目（眼底・心電図・

貧血）が加わる方もいます。

★健診日当日６５歳以上の方は、生活機能評価検査

（無料）が加わります。（基本チェックリスト・口腔

内の視診・関節の触診・心電図検査・貧血検査・反復

唾液嚥下テスト・血清アルブミン検査）

産30～39歳(S45.4.1～S55.3.31生まれ)で

町内に住所を有する方

※社保本人除く

産30歳以上(S55.3.31以前生まれ)の

生活保護対象者

基 本

健 診

４０～６９歳…１，０００円

７０歳以上…無料

40～74歳(S10.4.1～S45.3.31生まれ)の

野木町国民健康保険の方

特 定

健 診

無料
75歳以上(S10.3.31以前生まれ)の方

※65歳以上の後期高齢者医療該当者含む

後期高齢者

健 診

５００円★バリウムによる胃レントゲン撮影

30歳以上(S55.3.31以前生まれ)で

町内に住所を有する方

胃 が ん

検 診

３００円★便潜血反応検査（２日法）
大腸がん

検 診

Ｘ線…２００円

X線＋喀痰…７００円

★胸部レントゲン撮影

★喀痰細胞診

肺 が ん

検 診

３００円★血液検査（ＰＳＡ値測定）
50歳以上(S35.3.31以前生まれ)の男性で

町内に住所を有する方

前立腺がん

検 診

奇数年齢…５００円

偶数年齢…４，８００円
★乳房レントゲン撮影と超音波検査

平成22年3月31日現在で年齢が奇数の女

性（30歳以上）で町内に住所を有する方

(例：31、33、35、37、39歳･･･）

※21年度対象とならない方も、全額自己

負担で受診することができます。

乳 が ん

検 診

奇数年齢…５００円

偶数年齢…３，５００円
★細胞診

平成22年3月31日現在で年齢が奇数の女

性（20歳以上）で町内に住所を有する方

(例：21、23、25、27、29歳･･･）

※21年度対象とならない方も、全額自己

負担で受診することができます。

子宮がん

検 診

５００円
★血液検査

B型肝炎ウイルス・Ｃ型肝炎ウイルス検査

①21年度中に40歳(S44.4.1～Ｓ45.3.31生

まれ)になる方

②21年度中に41歳以上の方で、過去に肝

炎ウイルス検診を受けたことがない方

肝炎ウイルス

検 診

※町保健センター・医療機関実施を問わず、年度内に１回のみの受診となります。

※野木町国民健康保険以外の方の４０～７４歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。

※乳がん・子宮がん検診は２年に一度の受診になります。ただし、21年度対象とならない方も全額自己負担で受診することができます。

※受診の際は健康保険証をご持参ください。

橋定期的に健診を受診し、ご自身の健康管理に役立てましょう。

健診項目・対象・内容・料金を確認のうえ、申し込みください。

（5）

健診を健康管理に役立てましょう鎧
～２１年度生活習慣病健診申込が開始されます～



（6）

町
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す

公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜

や
市
町
村
に
お
け
る
徴
収
の
効
率
化

を
図
る
観
点
か
ら
、

年

月
以
降

２１

１０

に
支
払
わ
れ
る
公
的
年
金
に
つ
い
て
、

特
別
徴
収
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
町
県
民
税
が
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）

と
な
り
ま
す
。

恐
特
別
徴
収
の
対
象
者

町
県
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
を

受
け
た
方

②
４
月
１
日
現
在
で
、
国
民
年
金
法

に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金
等
の
支
払

を
受
け
て
い
る

歳
以
上
の
方

６５

解
要
件
に
該
当
し
て
い
て
も
、
特
別

徴
収
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）

（
１
）公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ

い
て
税
額
が
生
じ
な
い
場
合

（
２
）
１
月
１
日
以
降
野
木
町
か
ら
転

出
さ
れ
た
場
合

（
３
）老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が
１８

万
円
未
満
の
場
合

（
４
）野
木
町
の
行
う
介
護
保
険
の
特

別
徴
収
対
象
被
保
険
者
で
は
な

い
場
合

（
５
）特
別
徴
収
対
象
税
額
が
老
齢
基

礎
年
金
等
の
年
額
を
超
え
る
場

合

※
該
当
す
る
方
に
は
、
６
月
の
「
町
・

県
民
税

税
額
決
定
納
税
通
知
書
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

恐
特
別
徴
収
の
対
象
税
額

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
分
の

所
得
割
額
及
び
均
等
割
額

※
給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
（
公

的
年
金
等
以
外
の
所
得
）
は
、
そ
の

所
得
に
係
る
税
額
は
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
ず
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴

収
や
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

恐
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

老
齢
基
礎
年
金
等

恐
特
別
徴
収
の
開
始
時
期

月
支
給
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

１０

恐
特
別
徴
収
の
徴
収
方
法

【
１
年
目
】

上
半
期（
４
月
～
９
月
）は
普
通
徴

収
、
下
半
期（

月
～
２
月
）は
特
別

１０

徴
収
を
行
い
ま
す
。

上
半
期
に
は
６
月
・
８
月
に
公
的

年
金
等
に
係
る
年
税
額
の
４
分
の
１

ず
つ
を
納
め
ま
す
。

下
半
期
に
は

月
・

月
・
２
月

１０

１２

の
年
金
支
給
月
に
公
的
年
金
等
に
係

る
年
税
額
の
６
分
の
１
ず
つ
が
年
金

支
給
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

【
２
年
目
以
降
】

上
半
期
の
年
金
支
給
月
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
に
、
前
年
度
下
半
期

の
特
別
徴
収
税
額
の
３
分
の
１
ず
つ

を
差
し
引
き（
仮
徴
収
）
し
ま
す
。

下
半
期
の
年
金
支
給
月
（

月
・

１０

月
・
２
月
）
は
、
公
的
年
金
等
に

１２係
る
年
税
額
か
ら
仮
徴
収
税
額
を
差

し
引
い
た
額
の
３
分
の
１
ず
つ
を
差

し
引
き（
本
徴
収
）
し
ま
す
。

In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

特別徴収普通徴収納付方法

２月１２月１０月８月（２期）６月（１期）課税月

公的年金等に係る
年税額の１/６

公的年金等に係る
年税額の１/４

徴収税額

例）２１年度の公的年金に係る年税額が60,000円の場合

２月１２月１０月８月６月課税年月

10,000円10,000円10,000円15,000円15,000円徴収税額

本徴収仮徴収納付方法

２月１２月１０月８月６月４月課税月

公的年金等に係る年税額から
仮徴収された額を控除した額の１/３

前年の１０月から翌年の３月までに
特別徴収された額の１/３

徴収税額

例）２２年度の公的年金に係る年税額が66,000円の場合

２月１２月１０月８月６月４月課税年月

12,000円12,000円12,000円
10,000円

（２２年２月と同額）

10,000円
（２２年２月と同額）

10,000円
（２２年２月と同額）

徴収税額

括



※
仮
徴
収
と
本
徴
収
と
は
？

年
金
か
ら
町
県
民
税
を
天
引
き
す

る
特
別
徴
収
は
、
年
に
６
回
、
偶
数

月
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
各
個
人
の
町

県
民
税
は
前
年
の
所
得
や
控
除
に
基

づ
い
て
６
月
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
税
額
が
決
定
さ
れ
る
ま
で

の
上
半
期
は
、
前
年
の
税
額
を
参
考

に
仮
の
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
き

（
仮
徴
収
）、税
額
が
決
定
し
た
後
の

下
半
期
で
調
整（
本
徴
収
）
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
２

５７

新
た
に
国
民
健
康
保
険
税

が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
に

な
る
方
へ

年

月
よ
り
国
民
健
康
保
険
税

２０

１０

（
以
下
、
国
保
税
）の
特
別
徴
収
制
度

が
開
始
さ
れ
、
要
件
に
該
当
さ
れ
た

方
に
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

年
４

２１

月
分
よ
り
、
新
た
に
次
の
要
件
に
該

当
に
な
る
方
に
は
、
３
月
中
に
「
国

保
税
特
別
徴
収
仮
徴
収
の
通
知
書
」

を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

年
金
か
ら
の
お
支
払
い
の
要
件

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
の
被
保
険
者
で
あ
る

②
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
の
全
員

が

歳
以
上

歳
未
満
で
あ
る

６５

７５

③
年
額

万
円
以
上
の
年
金
受
給
者

１８

で
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
算

額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を

超
え
な
い

こ
れ
は
、
７
月
に

年
度
の
国
保

２１

税
額
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、

年
２０

度
の
国
保
税
額
を
基
に
仮
の
税
額
で

上
半
期（
４
月
、
６
月
、
８
月
）の
年
金

か
ら
お
支
払
い
を
い
た
だ
き
（
仮
徴

収
）、下
半
期（

月
、

月
、
２
月
）の

１０

１２

年
金
で
調
整（
本
徴
収
）
さ
せ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い

に
該
当
さ
れ
た
場
合
で
も
、
町
税
務

課
へ
納
付
方
法
変
更
申
出
書
（
以
下
、

変
更
申
出
書
）
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
納
付
状
況（
未
納
が
あ
る
場
合
等
）

よ
っ
て
は
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、

年
４
月
分
よ
り
、
新
た

２１

に
該
当
に
な
る
方
に
は
３
月
中
に
お

送
り
す
る
通
知
書
に
変
更
申
出
書
を

同
封
い
た
し
ま
す
。
こ
の
変
更
申
出

書
を
、
３
月

日
ま
で
に
町
税
務
課

３１

へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
６

月
年
金
分
か
ら
特
別
徴
収
が
中
止
と

な
り
口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

以
降
に
な
り
ま
す
と
、
８
月
年
金
分

以
降
か
ら
の
変
更
と
な
り
ま
す
。
２０

年
度
か
ら
特
別
徴
収
の
方
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
１

５７

栃
木
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

胸
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に
！

平
成

年
分
の
個
人
事
業
者
の
消

２０

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

は
、
３
月

日
が
申
告
と
納
付
期
限

３１

と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
や
信
書

便
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納
税
が

で
き
る
「
e
‐
T
a
x
」
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
個

人
の
確
定
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き

る「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
デ

ー
タ
は
、
直
接
e
‐
T
a
x
に
送
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
事
前
手
続

が
必
要
）。e
‐
T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
か
、
栃
木
税
務
署
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

胸
振
替
納
税
利
用
の
方
へ

申
告
所
得
税
の
振
替
は
、
４
月
２２

日（
水
）
で
す
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替

は
、
４
月

日（
月
）
で
す
。

２７

※
２
～
３
日
前
に
は
、
預
貯
金
残
高

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
税
務
署（
自
動
音
声
案
内
）

撒
０
２
８
２（

）
０
８
８
５

２２

お知らせ

（7）

伺
平
成

年
分
消
費
税
の

２０

「
課
税
事
業
者
」と
な
る
の
は
？

酸
平
成

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１

１８

千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

酸
平
成

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１

１８

千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、
平
成
１９

年

月
末
ま
で
に
「
消
費
税
課
税
事

１２
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い

る
事
業
者



住
民
税
の
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
申
告
書
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）」
に
つ
い
て

平
成

年
に
行
わ
れ
た
税
源
移
譲

１９

に
よ
り
所
得
税
額
が
減
少
す
る
結
果
、

①「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
」が

「
所
得
税
額
」
よ
り
大
き
な
金
額
と
な

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た

②
税
源
移
譲
前
の
税
制
に
お
い
て
も

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
が
、
控
除
し

き
れ
な
い
額
が
大
き
く
な
っ
た

な
ど
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、

移
譲
前
の
所
得
税
額
に
お
い
て
控
除

で
き
た
額
と
同
等
の
負
担
減
と
な
る

よ
う
に
個
人
住
民
税（
所
得
割
）の
減

額
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
措
置
は
平
成

年
度

２０

分
か
ら

年
度
分
ま
で
の
住
民
税
に

２８

適
用
さ
れ
、
毎
年
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

対

象
平
成

年
か
ら

年
ま
で
の
間
に

１１

１８

居
住
し
た
方
で
①
②
に
該
当
す
る
方

※
年
末
調
整
で
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
済
み
の
方
は
、
平
成

年
分

２０

の
源
泉
徴
収
票
の
源
泉
徴
収
税
額
欄

が
０
円
で
、
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

額
の
欄
よ
り
摘
要
欄
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
可
能
額
が
大
き
い
場
合

申
告
期
限

３
月

日
１６

※
期
限
後
申
告
は
、
納
税
通
知
書
が

送
達
さ
れ
る
時
ま
で

申
告
書
提
出
先

酸
年
末
調
整
の
み
の
方

額
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
市
町
村
へ

酸
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

額
税
務
署
経
由
で
市
町
村
に
提
出

申
告
書
配
布

町
税
務
課

※
申
告
書
は
２
種
類
あ
り
３
枚
複
写

（
昨
年
と
様
式
が
変
わ
り
ま
し
た
）

酸
確
定
申
告
さ
れ
る
方
用

酸
給
与
収
入
の
み
で
確
定
申
告
書
を

提
出
し
な
い
方（
年
末
調
整
の
み
）用

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
税
金
」か
ら

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
、

申
告
書
作
成
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
作

成
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の

源
泉
徴
収
票（
原
本
）、
印
鑑

居
住
開
始
年
月
日（
メ
モ
）

問
町
税
務
課

撒（

）
４
１
２
２

５７

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

自
動
車
税
等
の
滞
納
の
た
め
差
押

え
た
電
話
加
入
権
等
を
公
売
し
ま
す
。

日

時

３
月

日（
火
）

１０

午
前
９
時

分
～

４５

会

場

栃
木
県
庁
下
都
賀
庁
舎

第
１
別
館
２
階
大
会
議
室

（
栃
木
市
神
田
町
６
‐
６
）

※
持
参
す
る
も
の
な
ど
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）
３
４
１
１

２３

３
月

日
は
、

１５

栃
木
県
山
火
事
防
止
デ
ー

春
の
強
風
が
吹
く
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
危

険
な
時
期
で
す
。

山
火
事
の
原
因
は
、
た
き
火
や
た

ば
こ
な
ど
の
人
為
的
な
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
山
や
そ
の
ま
わ
り
で
火

の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
て

山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
南
環
境
森
林
事
務
所

撒
０
２
８
３（

）
１
４
４
１

２３

と
ち
ぎ
再
就
職
支
援

合
同
面
接
会

栃
木
県
及
び
栃
木
労
働
局
で
は
、

県
内
で
の
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る

方
を
対
象
に
「
求
人
企
業
合
同
面
接

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
企
業
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

酸
と
ち
ぎ
の
就
職
支
援
サ
イ
ト

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

と
ち
ぎ

日

時

３
月

日（
金
）

１３

午
後
１
時
～
４
時

会

場
サ
ン
プ
ラ
ザ

（
栃
木
市
片
柳
町
２
‐
２
‐
２
）

Ｊ
Ｒ
栃
木
駅
よ
り
徒
歩
５
分

参
加
企
業

社（
予
定
）

３０

そ
の
他

申
込
不
要
。
履
歴
書
を
複
数
持
参

の
う
え
、
直
接
会
場
へ
。

※
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
で
の

求
職
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）
３
２
２
４

栃
木
労
働
局

撒
０
２
８（
６
１
０
）
３
５
５
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

撒
０
２
８
５（

）
１
５
２
４

２２

（8）
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３
月
１
日
～
７
日

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

火
の
し
ま
つ

君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

火
災
予
防
の
意
識
を
い
っ
そ
う
高

め
、
家
庭
や
地
域
か
ら
の
火
災
発
生

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

運
動
期
間
中
の
活
動

産
消
防
職
員
の
防
火
訪
問

産
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト

産
消
防
署
・
消
防
団
車
両
に
よ
る
巡

回
、
広
報
活
動

産
事
業
所
等
へ
の
特
別
査
察

年
火
災
統
計
（
野
木
町
）

２０
火
災
件
数
・
・
・
６
件

内
訳
酸
建
物
３
件
酸
車
両
１
件

酸
そ
の
他
２
件

年
救
急
出
動
統
計
（
野
木
町
）

２０
救
急
件
数
・
・
・
８
２
６
件

内
訳
酸
急
病
５
２
１
件
酸
交
通
事

故

件
酸
負
傷

件
酸
そ
の

９２

９４

他
１
１
９
件

問
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

撒（

）
１
１
１
９

５７

小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）
３
１
５
６

２１

小
・
中
学
生
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

期

間

２
月

日
～
３
月
８
日

２４

場

所
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
小
山
店

１
階
フ
ー
ド
コ
ー
ト

町
消
防
団
の
活
動

産
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

３
月
１
日
～
７
日

午
後
７
時

産
広
報
活
動

産
消
防
水
利
点
検

問
町
総
務
課

撒（

）
４
１
５
９

５７

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置

年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災

１８
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。（
既
存
住
宅
は

年
５
月

２１

日
ま
で
に
設
置
）

３１設
置
場
所

産
寝
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
居
室

産
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
下
の
階
へ
通

じ
る
階
段

産
３
階
建
て
以
上
の
場
合
、
寝
室
が

あ
る
階
か
ら
２
つ
下
の
階
段

産
１
つ
の
階
に
７
㎡
（
４
・
５
畳
）

以
上
の
居
室
が
５
つ
以
上
あ
る
住
宅

の
廊
下
部
分

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
ご
注
意
外

消
防
本
部
で
は
、
火
災
警
報
器
や

消
火
器
な
ど
を
販
売
し
た
り
、
業
者

に
設
置
や
点
検
を
委
託
し
た
り
許
可

を
与
え
る
と
い
っ
た
こ
と
は
一
切
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売

業
者
が
徘
徊
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
訪
問
し
た
場
合
に
は
、

消
防
署
・
警
察
署
・
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）
３
１
５
６

２１

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

撒
０
１
２
０
‐
５
６
５
‐
９
１
１

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

遊
水
地
の
大
部
分
を
占
め
る
ヨ
シ

原
の
ヨ
シ
焼
き
を
、
寄
生
す
る
害
虫

の
駆
除
並
び
に
野
火
に
よ
る
周
辺
家

屋
へ
の
類
焼
防
止
、
ま
た
貴
重
な
湿

地
環
境
の
保
全
を
目
的
に
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰
や

煙
が
広
範
囲
に
飛
散
し
、
洗
濯
物
へ

の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ
の
降
灰
な
ど

に
よ
り
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ヨ
シ
焼
き
の
必
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
ゴ
ル
フ
場
を
除
く

遊
水
地
全
域（
上
空
含
む
）が
関
係
者

以
外
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
日

３
月

日（
土
）

２１

午
前
８
時

分
～

３０

※
雨
天
、
強
風
等
で
中
止
の
場
合

第
１
予
備
日

３
月

日（
日
）

２２

第
２
予
備
日

３
月

日（
日
）

２９

実
施
状
況
＆
中
止
情
報

酸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

酸
携
帯
電
話

問
渡
良
瀬
遊
水
地

ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

撒
０
２
８
２（

）
１
１
６
１

６２

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

藤
岡
出
張
所

撒
０
２
８
２（

）
２
１
４
２

６２

町
企
画
財
政
課
撒（

）
４
１
１
６

５７

お知らせ
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ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ
の
ぎ

参
加
者
募
集

「
人
と
動
物
の
よ
り
良
い
共
生
社

会
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
ド
ッ

グ
フ
ェ
ス
タ
の
ぎ
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日

時

３
月
８
日（
日
）

（
荒
天
時
中
止
）

受
付

午
前
９
時

分
～

３０

会

場
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

内

容

・
ド
ッ
グ
ウ
ォ
ー
ク
（
※
）

・
ペ
ッ
ト
相
談
デ
ス
ク
（
ネ
コ
の
相
談
も
可
）

・
わ
ん
こ
ゲ
ー
ム
＆
ク
イ
ズ

・
と
ん
汁
配
布

他

解
闘
犬
種
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
小
中
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
、

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
４
９

５７

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
の

お
知
ら
せ

犬
を
飼
う
場
合
、
登
録
と
狂
犬
病

の
予
防
接
種
が
、
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

年
度
は
４
月

日（
土
）
と

日

２１

１１

１２

（
日
）
に
地
域
を
巡
回
し
、
集
合
狂
犬

病
予
防
注
射
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

巡
回
の
際
に
は
登
録
も
で
き
ま
す
の

で
、
ま
だ
登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い

方
も
、
こ
の
機
会
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
日
程
等
は
広
報
４

月
号
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
登
録
済
み
の
方
に

は
通
知
を
送
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

犬
の
ふ
ん
を
放
置
し
ち
ゃ
ダ
メ
外

犬
の
ふ
ん
を
放
置
す
る
の
は
犯
罪

で
す
。
飼
い
主
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

ち
ゃ
ん
と
拾
っ
て
、
み
ん
な
が
快
適

に
生
活
で
き
る
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
４
９

５７

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」の

対
象
機
器
の
追
加

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器

に
液
晶
テ
レ
ビ
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、

衣
類
乾
燥
機
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
廃
棄
さ
れ
る
場
合

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
料
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
取
り
に
つ
き
ま
し
て

は
、
購
入
先
か
家
電
小
売
店
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

ご
み
を
出
す
日
・
時
間
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

最
近
、
決
め
ら
れ
た
日
や
時
間
を

守
ら
ず
に
ご
み
を
出
す
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
必
ず
、
日
・
時
間
を
確
認

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
時
間
以
後
に
出
さ
れ
た
ご
み

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

産
生
ご
み
・
可
燃
ご
み
…
朝
８
時
ま
で

産
不
燃
ご
み
…
…
…
…
朝
８
時
ま
で

産
資
源
物
…
…
…
…
…
朝
９
時
ま
で

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
１

５７

第
９
回
渡
良
瀬
遊
水
地

フ
ォ
ト
コ
ン
巡
回
展

渡
良
瀬
遊
水
地
の
豊
か
な
自
然
を

表
現
し
た
写
真
の
本
年
度
入
賞
作
品

全

点
を
展
示
し
ま
す
。

22
期

間
３
月
３
日（
火
）～

日（
火
）

１７

午
前
８
時

分
～
午
後
９
時

分

３０

４５

会

場

町
公
民
館
２
Ｆ
ロ
ビ
ー

作

品

最
優
秀
賞
、
町
長
賞
等

問
町
企
画
財
政
課
撒（

）
４
１
３
３

５７

４
月
１
日
は
表
示
登
記
の
日

栃
木
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

表
示
登
記
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

期

間
４
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）

会

場
県
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

相
談
内
容

土
地
境
界
、調
査
、測
量

分
筆
、地
積
更
正
、地
目
変
更
登
記

建
物
新
築
、増
築
、滅
失
登
記

問
栃
木
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

撒
０
２
８（
６
２
１
）
４
７
３
４
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In
fo

rm
a
tio

n

お知らせ

（
※
）
ド
ッ
グ
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、犬
と
一
緒
に

歩
き
な
が
ら
行
う
清
掃
活
動
。終
わ
っ
た
後

は
、ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
…
と
ん

汁
も
出
ま
す
外
マ
イ
箸
、マ
イ
ど
ん
ぶ
り
、

お
に
ぎ
り
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
っ
て
い
な
い
方
の
参
加
も

外
OK
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ス
ト
ッ
プ

ザ

放
置
自
転
車

困
り
ま
す
外

自
転
車
置
き
去
り

知
ら
ん
ぷ
り

町
で
は
条
例
に
基
づ
き
、
駅
前
・

駅
周
辺
・
道
路
な
ど
の
公
共
的
な
場

所
を「
放
置
自
転
車
整
理
区
域
」
に
指

定
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
等
は
駐
輪
場
へ

放
置
自
転
車
等
は
、

産
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る

産
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る

産
美
観
を
損
な
う

産
盗
難
を
助
長
す
る

と
い
う
よ
う
に
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
も
た
ら
し
ま
す
。

町
で
は
、
駅
周
辺
に
５
か
所
の
駐

輪
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

移
動
手
数
料
を
徴
収
し
ま
す

酸
移
動
自
転
車
等
の
保
管
場
所

町
役
場
敷
地
内

酸
引
渡
し
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

（
土
・
日
・
祝
日
、

月

日
～
１
月

１２

２８

４
日
除
く
）

酸
引
渡
し
方
法

保
管
場
所
で
自
転
車
等
を
確
認
の

う
え
、
町
生
活
環
境
課
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

酸
持
参
す
る
も
の

移
動
手
数
料
、身
分
証
明
書（
免
許
証
等
）

煙
自
転
車
…
…
…
１
台
１
０
０
０
円

煙
原
動
機
付
自
転
車

…
１
台
２
０
０
０
円

※
町
外
の
方
は
５
割
増
と
な
り
ま
す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）
４
１
３
２

５７

友
沼
橋
の
重
量
制
限
が
３
ト
ン
に

友
沼
橋
は
、
現
在
歩
道
設
置
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
歩
道
が
完
成
し
、

通
行
可
能
に
な
り
ま
し
た
ら
、
重
量

制
限
が
６
ト
ン
か
ら
３
ト
ン
に
変
わ

り
ま
す
。
車
両
総
重
量
３
ト
ン
以
上

の
車
は
、
松
原
大
橋
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
町
都
市
整
備
課
撒（

）
４
１
５
５

５７

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

１
月
下
旬
に
、
渡
良
瀬
遊
水
地
内

に
あ
る
野
渡
橋
に
お
い
て
事
故
が
発

生
し
た
た
め
、
野
渡
橋
及
び
柏
戸
橋

を
１
月

日
午
後
５
時
よ
り
通
行
止

２９

め
と
し
ま
し
た
。

問
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川
事

務
所
古
河
出
張
所撒（

）
０
４
８
７

２２

噛

噛

噛

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

「
赤
ち
ゃ
ん
を
ど
う
育
て
た
ら
？
」

「
マ
マ
友
ほ
し
い
な
外
」
な
ど
、
妊
娠

中
・
産
後
、
子
育
て
な
ど
の
不
安
・

悩
み
の
相
談
や
妊
婦
さ
ん
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
の
が
マ

タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
で
す
。

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
ど
の

回
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
し
、
予

約
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
家
族

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
母
子
手
帳

を
持
参
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）
４
１
７
１

５７

お知らせ

備 考内 容期 日

９：３０～１１：３０

スラックスを持参

場所：町保健センター

講師：町保健師

☆妊娠中の生活

（健康な毎日を送ろう）

☆妊婦体操

（安楽なお産のために）

４/１０（金）
６/１９（金）
８/７（金）
１０/９（金）
１２/４（金）
２２年

２/５（金）

第
１
回

９：３０～１１：３０

場所：町保健センター

講師：町保健師

町管理栄養士

☆産後について

（身体のこと、心のこと）

☆妊娠中・産後の食生活

４/１７（金）
６/２６（金）
８/２０（木）
１０/２３（金）
１２/１７（木）
２２年

２/２６（金）

第
２
回

９：３０～１１：３０

スラックスを持参

場所：町保健センター

講師：助産師

町保健師

☆お産の経過と呼吸法、

補助動作

（安心してお産に臨もう）

☆母乳をあげましょう

☆町のサービス紹介

５/１４（木）
７/１０（金）
９/４（金）
１１/１９（木）
２２年

１/１４（木）
３/１２（金）

第
３
回

９：３０～１１：３０

場所：町保健センター

講師：町保健師

☆赤ちゃんの健康管理

☆赤ちゃんのお世話

（お風呂の入れ方、育児

について）

５/２１（木）
７/３０（木）
９/１８（金）
１１/２７（金）
２１年

１/２９（金）
３/２６（金）

第
４
回

※どの回も好きな期日を選べます。内容は１日（２時間）の講座で
完結します。すべての回を受講しなければならないということは
なく、どの回からでも参加できます。



乳
幼
児
予
防
接
種

年
度
の
乳
幼
児
予
防
接
種
を
次

２１
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
接
種
に
は
、

集
団
接
種
と
個
別
接
種
が
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
体
調
と
接
種
間
隔
に
注

意
し
な
が
ら
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

集
団
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ

あ
ら
か
じ
め
対
象
者
に
予
診
票
を

送
付
し
ま
す
。
予
定
日
に
都
合
の
悪

い
方
及
び
対
象
者
以
外
で
希
望
さ
れ

る
方
は
、
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

受

付

午
後
１
時

分
～
２
時

３０

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

産
ポ
リ
オ
と
は
？

経
口
投
与
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
下
痢

を
し
て
い
る
と
き
は
、
見
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。
間
隔
が
空
い
て
も
必
ず
２

回
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

産
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
は
？

管
針
で
経
皮
接
種
し
ま
す
。
対
象

年
齢
の
幅
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
も

れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

個
別
接
種

三
種
混
合
・
Ｍ
Ｒ
混
合
（
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
）

対
象
者
に
町
か
ら
個
別
通
知
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
予
約
は
直
接
医
療

機
関
へ
お
願
い
し
ま
す
。
予
診
票
も

医
療
機
関
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

接
種
日
・
接
種
時
間

各
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
保
険
証

料

金
全
額
町
負
担
（
野
木
町
に
住
所
を

有
す
る
対
象
年
齢
の
方
）

個
別
接
種
と
対
象
年
齢

下
の
（
表
４
）の
と
お
り

接
種
で
き
る
医
療
機
関

左
ペ
ー
ジ（
表
５
）の
と
お
り

な
お
、
個
別
接
種
に
は
、
お
子
さ

ん
の
体
調
の
よ
い
日
を
選
ん
で
受
け

ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

健
康
状
態
や
間
隔
に
注
意
し
な
が
ら

予
定
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

産
三
種
混
合
と
は
？

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷

風
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
、
生
後
３
か

月
を
過
ぎ
た
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
三

種
混
合
は
計
４
回
と
回
数
が
多
い
予

防
接
種
で
す
。
間
隔
を
守
っ
て
打
つ

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ポ
リ
オ
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
の
間
隔
に
注
意

し
て
予
定
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
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（表１）集団接種と対象年齢

間隔回数対象年齢予防接種名

４１日

以上
2

生後3か月

から

7歳6か月未満

ポリオ

1

生後直後

から

生後6か月未満

ＢＣＧ

（表２）ポリオ対象者の接種日程

ポリオ

２回目

ポリオ

１回目

対象者の

生年月日

7/17(金）5/15(金）
H20.7/1

～10/31

11/24(火）9/8(火）
H20.11/1

～21.2/28

3/16(火）1/22(金）
H21.3/1

～6/30

（表３）BCG対象者の接種日程
接種日対象者の生年月日

(火)4/2812/31～12/1H20.１

(金)5/291/31～1/1H21.２

(金)6/262/28～2/1３

(月)7/273/31～3/1４

(金)8/284/30～4/1５

(金)9/185/31～5/1６

(月)10/266/30～6/1７

(金)11/277/31～7/1８

(金)12/188/31～8/1９

(月)1/259/30～9/1１０

(金)2/2610/31～10/1１１

(金)3/2611/30～11/1１２

括

（表４）個別接種と対象年齢

間隔回数対象年齢予防接種名

20～56日3
〔初回接種〕
標準は3か月から12か月

生後3か月以上

7歳6か月未満

三種混合Ⅰ期

ジフテリア
百日せき
破傷風

1
〔追加接種〕
標準は、初回接種終了後
12か月から18か月

1１期 生後12か月から生後24か月

ＭＲ混合

麻しん
風しん

1

２期 小学校入学前の１年間
（5歳以上7歳未満で、小学校就学の始期に達
する日の1年前日から当該始期に達する日の
前日までの間にある方）

Ȭ ȭ

Ȭ ȭ

混合

混合



産
Ｍ
Ｒ
混
合
と
は
？

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ

ン
で
す
。
２
回
接
種
と
な
り
ま
す
が
、

第
1
期
・
第
２
期
と
も
接
種
で
き
る

期
間
が
１
年
間
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
も
れ
の
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

※
日
本
脳
炎
は
、
厚
生
労
働
省
の
勧

告
に
よ
り
、
現
在
は
接
種
を
お
勧
め

し
て
い
ま
せ
ん
。

接
種
間
隔

算
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

樫

日
以
上

２７

算
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

樫
６
日
以
上

※
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
ポ
リ
オ
・
Ｂ
Ｃ

Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す

※
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、三
種
混
合
・

日
本
脳
炎
で
す

※
同
じ
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
何
回
か

接
種
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め

ら
れ
た
間
隔
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

①「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど

で
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

②
当
日
は
、
お
子
さ
ん
の
日
ご
ろ
の

状
態
を
よ
く
把
握
し
て
い
る
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

③
当
日
は
朝
の
体
温
を
測
定
し
、
予

診
票
に
責
任
を
持
っ
て
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
ら

見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
ウ
イ
ル
ス
性
の
疾
患
（
麻
し
ん
・

風
し
ん
・
水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く

か
ぜ
等
）
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
症

状
が
落
ち
つ
い
て
か
ら
約
１
か
月
程

度
は
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
慢
性
の
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
・
心
疾

患
・
腎
疾
患
等
）
で
治
療
中
の
方
や

け
い
れ
ん
の
既
往
が
あ
る
方
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）
４
１
７
１

５７

敬
老
年
金
は
敬
老
祝
金
に

変
わ
り
ま
す

従
来

歳
以
上
の
方
全
員
を
対
象

７７

に
支
給
し
て
お
り
ま
し
た
敬
老
年
金

は
、

年
度
か
ら
、
節
目
の
年
齢
を

２１

迎
え
た
方
に
支
給
す
る「
敬
老
祝
金
」

に
変
わ
り
ま
す
。

町
の
財
政
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
急
速
な
進

行
な
ど
で
、
福
祉
や
医
療
な
ど
の
支

出
は
増
加
が
見
込
ま
れ
、
今
後
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を
、
こ
れ
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
的
確
に
振
り
向
け
る
た
め
、
従
来

の
敬
老
年
金
を
見
直
し
、
節
目
の
年

に
支
給
す
る
敬
老
祝
金
と
す
る
も
の

で
す
。
皆
様
に
は
何
卒
ご
理
解
を
賜

り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）
４
１
７
３

５７

お知らせ
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伺
新
し
い
敬
老
祝
金

９
月
１
日
現
在
で
、

満

歳
・
満

歳
・
満

歳
の
方

７７

８０

８５

額
５
０
０
０
円

満

歳
の
方
額
１
万
円

８８
満

歳
の
方
額
２
万
円

９０
満

歳
の
方
額
３
万
円

９５
満

歳
・
満
１
０
０
歳
の
方
額
５
万
円

９９

（表５）接種医療機関（接種時間等については各医療機関におたずねください）

※
小
山
地
区
医
師
会
（
小
山
市
・
下
野
市
・
上
三
川
町
）加
入
の
医
療
機
関
の
診
療
時
間
、
休
診
日
に
つ
い
て

は
、
各
医
療
機
関
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

休診日診療時間医療機関

日曜・祝日・水曜午後

９：００～１２：００
１５：００～１８：００

岩崎医院
撒(56)0280 (土曜)

９：００～１２：0０
１５：００～１７：００

日曜・祝日・水曜

９：００～１２：0０
１５：００～１7：3０

菊池クリニック
撒(57)2510 (土曜)

９：００～１２：0０
１４：００～１6：3０

火曜９：００～１２：0０
木村外科胃腸科内科医院
撒(56)2255

日曜・祝日
９：３０～１１：0０
１４：３０～１６：００

近藤医院
撒(56)0356

日曜・祝日・木曜
９：００～１2：００
１６：００～19：3０

鹿野クリニック
撒(57)0056

日曜・祝日・木曜

９：００～１２：３０
１５：００～１８：３０

寺内整形外科
撒(57)9811 (土曜)

９：００～１２：3０
１4：００～１７：００

日曜・祝日・土曜午後
９：００～１２：0０
１５：００～１８：００

野木病院
撒(55)0710

日曜・祝日・金曜

８：３０～１１：3０
１３：３０～１９：００

さくら診療所
撒(54)5004 (土曜)

８：３０～１１：3０
１３：３０～１７：００
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野
木
町
ブ
ラ
ン
ド
作
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

一
人
ひ
と
り
が
キ
ラ
リ
と
輝
け
る

町
、
夢
を
描
け
る
町
を
目
指
し
て
、

「
野
木
町
ブ
ラ
ン
ド
」作
り
へ
の
取
り

組
み
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

「
こ
れ
こ
そ
わ
が
町
の
特
産
に
な

る
外
」
と
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
、例
え

ば
、
お
菓
子
・
パ
ン
・
う
ど
ん
・
そ
ば
・

野
菜
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
提
案
く
だ
さ
い
。
商
店
や
工
場

の
方
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月

日
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

３１

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ア
イ
デ

ア
を
夢
の
も
て
る
野
木
町
ブ
ラ
ン
ド

の
創
造
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
町
産
業
課

撒（

）
４
１
５
３

５７

出
産
育
児
一
時
金
が
３
万

円
加
算
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
平
成
２１

年
１
月
１
日
以
降
、
産
科
医
療
補
償

制
度
加
入
分
娩
機
関
で
出
産
し
た
場

合
、
出
産
育
児
一
時
金
が
３
万
円
加

算
さ
れ
、

万
円
が
支
給
さ
れ
る
よ

３８

う
に
な
り
ま
し
た
。

問
町
住
民
課

撒（

）
４
１
３
６

５７

佐
川
野
小
学
校

岩
崎

光
熙
こ
う
き

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２０

人

権

標

語

か
ぞ
く

友
だ
ち

町
の
人

み
ん
な
え
が
お
で

た
す
け
あ
い

ね
ん
き
ん
Ｑ
＆
Ａ

年
度
も
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

２１を
利
用
さ
れ
る
方
へ

Ｑ
学
生
納
付
特
例
制
度
っ
て
、
な
あ

に
？

Ａ
学
生
（

歳
以
上
）の
国
民
年
金
保

２０

険
料
（
以
下
「
保
険
料
」）納
付
を
、「
学

生
納
付
特
例
申
請
」す
る
こ
と
に
よ

り
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

Ｑ
申
請
を
す
る
と
、
誰
で
も
猶
予
に

な
る
の
？

Ａ
前
年
所
得
１
１
８
万
円
以
下
の
方

の
保
険
料
納
付
が
猶
予
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
申
請
は
、
学
生
の
間
に
一
度
だ
け

で
い
い
の
？

Ａ
年
度
ご
と
に
、
毎
年
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
注
１
）

年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

２０

予
さ
れ
て
い
た
方
で
、
引
き
続
き
２１

年
度
も
在
学
予
定
の
方
に
は
、
学
生

納
付
特
例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
送

り
ま
す
。
そ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
返
送
す
る
こ
と
に

よ
り
、

年
度
（

年
４
月
～

年
３

２１

２１

２２

月
）に
つ
い
て
も
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
注
２
）学
校
等
に
変
更
の
あ
る
方
は
、

改
め
て
在
学
事
実
等
の
確
認
を
す
る

た
め
、
こ
の
ハ
ガ
キ
で
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
町
住
民
課
ま
た

は
栃
木
社
会
保
険
事
務
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
後
で
納
め

ら
れ
る
の
？

Ａ

年
以
内
で
あ
れ
ば
納
付
で
き
ま

１０
す
。（
２
年
を
経
過
し
た
期
間
に
つ
い

て
納
付
す
る
場
合
、
政
令
で
定
め
ら

れ
た
額
が
加
算
さ
れ
る
。
そ
の
と
き

は
「
再
発
行
納
付
書
」で
納
付
す
る
）

Ｑ
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
を
、
納
め
な

い
で
そ
の
ま
ま
に
し
た
ら
ど
う
な
る

の
？

Ａ
年
金
を
受
け
取
る
時
の
年
数
に
加

算
さ
れ
ま
す
が
、
受
給
額
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
障
は
ど
う

な
る
の
？

Ａ
不
意
の
事
故
等
に
よ
り
障
が
い
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、「
障
が
い

基
礎
年
金
」
の
申
請
資
格
が
で
き
ま

す
。年

度
は
「
保
険
料
納
付
」
を

２１希
望
さ
れ
る
方
へ

Ｑ
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
な

い
で
保
険
料
を
納
め
る
に
は
？

Ａ
社
会
保
険
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

Ｑ
１
年
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納

め
る
に
は
？

Ａ
前
納
に
は
、「
前
納
割
引
」
が
あ
り

ま
す
、
納
付
期
限
は
４
月

日
に
な

３０

り
ま
す
。
早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）
６
０
７
４

２２

町
住
民
課

撒
（

）
４
１
４
０

５７



「寝たきりへの不安はありませんか？やりたいこと、できるようになりたい

ことありませんか？困っていることや心配なことはありませんか？高齢者の方、

なんでも相談してください！」と、職員。ここは平成１８年にホープ館の隣にで

きた地域包括支援センター。

皆さんは地域包括支援センターって、どんなところかご存知ですか？私も○

歳になってみて老後の生活についていろいろ考えることもあり、思い切ってセ

ンターを訪ねてみました。ちょうど、『お口から始まる介護予防！健口体操教

室』が開かれていました。歯科衛生士の身振り手振りやイラストを使った熱心

な指導のもと『顔面体操』から『舌体操』、『だ液腺マッサージ』などが行われ

ていました。参加者のひとりは、「いつまでも自分の歯で食事をしたいね」と話

してくれました。

現在、多くの人が老後の一番の不安として、介護の問題をあげています。介

護保険は、介護や支援が必要となったときにサービスが受けられ、被保険者と

その家族をサポートしてもらえるものです。制度改正により「できるかぎり介

護を要する状態にならないように」という予防に重点を置く方向になったとの

ことでした。この介護予防の拠点としての役割を担うのが、この地域包括支援

センターなのです。

高齢者が住みなれた地域で生活していけるように、介護・福祉・健康・医療

などさまざまな面から支えていこうと、保健師・看護師・社会福祉士・ケアマ

ネジャーなどが介護予防ケアマネジメント・総合相談支援・権利擁護・地域ケ

アマネジャー支援などの事業を中心に活動しているそうです。

核家族化が進み、野木町にも高齢者のひとり暮らしが増えつつあるようです。

地域のつながりの深い、温かく優しさを感じることのできる町でありつづけて

ほしいものです。そのためにも地域包括支援センターには多くを期待していま

す。

今回の訪問を通して、介護予防についてもっと深く勉強していきたいと思い

ました。ぜひ皆さんも一度センターを訪ねてみてはいかがですか。やさしいス

タッフが待っていますよ。

地域包括支援センターってどんなところ？

主な事業Ｑ＆Ａ

Ｑ：介護予防ケアマネジメントとは？

Ａ：要支援・要介護となるおそれのある方の介護予防サービスの相談を受けて自立し

て生活できるように計画を作成します。

Ｑ：総合相談支援とは？

Ａ：高齢者やその家族からの相談を受けて、適切なサービスの提供へとつなげます。

Ｑ：権利擁護とは？

Ａ：高齢の方が尊厳のある生活をおくることができるようにします。

Ｑ：地域のケアマネジャー支援とは？

Ａ：ケアマネジャー同士のネットワークづくりに支援を行います。

（15）



入場無料・申込不要

映画試写会

作 品 「おじゃる丸の交通安全」他
日 時 ３月２２日（日）

第１回 午前１０時３０分～
第２回 午後１時３０分～

会 場 栃木市図書館２階視聴覚室
対象・定員 親子/５０名

作 品 映画「忍たま乱太郎」
日 時 ３月２４日(火)

午前１０時３０分～１１時１５分
会 場 町公民館２階視聴覚室
対象・定員 ５歳以上/５０名

問町公民館 撒（５７）４１７７

ボランティアによる

初心者対象パソコン・サロン
日 時
３月１２日（木）午後１時～４時
３月２１日（土）午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室
申込不要
※日程変更等は、公民館掲示板で確
認するか、問い合わせください。

問町公民館 撒（５７）４１７７

第28回町テニス選手権大会

期 日 産男子シングルス
４月５日（日）
（予備日 4月１２日）
産男女ダブルス
４月１９日（日）
（予備日 4月２６日）

集合時間 午前８時３０分
開始時間 午前９時～
会 場 町総合運動公園
参加資格
町在住在勤者
町テニス協会登録チーム者

試合方法
トーナメント戦もしくはリーグ戦

参加料（当日徴収）
シングルス １５００円／人
ダブルス ２０００円／人

申込期間
男子シングルス ３月２１日～２８日
男女ダブルス ４月３日～１０日

※ボールは用意します。

問黒田俊之 撒（５４）１１２１

貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセットは、入れないでください。
開館中は、カウンターに返してく

ださい。

おはなし会

■
日 時 ３月６日（金）

午前１１時～１１時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森
■
日 時 ３月１０日、１７日、２４日（火）

午前１１時～１１時２０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ

■
日 時 ３月２１日（土）

午後２時～２時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
図書館職員

一緒に読み聞かせを！

ピノキオでは、読み聞かせに参加
してくださる方を募集しています。
問田中恵子 撒（５７）２８６７
友広真由美 撒（５７）０８３６

春休み図書館映画会

日 時 ３月２８日（土）
・第１部 午前１０時～１２時４０分
「ハリー・ポッターと秘密の部屋」
・第２部 午後２時～４時２０分
「ハリー・ポッターとアズカバンの囚人」
会 場 ２階ホール
対 象 町在住５歳以上
定 員 先着８０名

新着図書案内

＜一般書＞
産花の小宇宙 （荒木克己）
産悼む人 （天童荒太）
産ファミリーポートレイト

（桜庭一樹）
産泥棒に追い風 （赤川次郎）
産彩雲国物語
黒蝶は檻にとらわれる

（雪乃紗衣）
産イノセント・ゲリラの祝祭

（海堂尊）

＜児童書＞
産thecity１ （Ｄ.Bシャン）
産マジシャン

（マイケル スコット）
産ロンド国物語２

（エミリー ロッダ）
産タッジーマッジーと三人の魔女

（あんびるやすこ）
産ティンカー・ベル （森はるな）
産とうさんのあしのうえで

（いもとようこ）
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と
て
も
生
き
生
き
し
て
い
て
楽
し

そ
う
に
や
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

だ
け
は
絶
対
に
残
し
た
い
で
す
。

改
善
し
た
い
も
の
は
あ
い
さ
つ

で
す
。
あ
い
さ
つ
は
当
た
り
前
に

す
る
も
の
だ
け
ど
、
と
て
も
大
切

で
難
し
い
こ
と
で
す
、
で
も
、
だ

か
ら
こ
そ
あ
い
さ
つ
は
元
気
な
声

で
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

栢
…
…
…
会
計

齋
藤

な
つ
の

と
て
も
良
い
伝
統
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
S
A
C

（
新
聞
・
ア
ル
ミ
缶
回
収
）で
す
。

ク
ラ
ス
対
抗
で
、
新
聞
や
ア
ル
ミ

缶
の
回
収
率
を
競
争
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
私
は
そ
れ
ら
の
お
か

げ
で
、
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
良
き
伝
統
を

残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
伝
統
を
も
っ
と
活

発
化
さ
せ
、
よ
り
よ
い
学
校
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

て
い
て
、
行
事
に
も
協
力
的
で
落

ち
着
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

次
に
改
善
し
た
い
と
こ
ろ
は
、

あ
い
さ
つ
・
返
事
の
声
が
小
さ
い

と
こ
ろ
で
す
。
あ
い
さ
つ
・
返
事

は
、
心
を
込
め
る
こ
と
と
、
そ
の

心
が
相
手
に
伝
わ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

た
だ
大
き
な
声
で
と
、
呼
び
か
け

る
の
で
は
な
く
、
心
を
込
め
た
あ

い
さ
つ
・
返
事
を
呼
び
か
け
、
改

善
し
て
い
き
た
い
で
す
。

栢
…
…
…
…
書
記

大
地

梨
央

一
番
良
い
と
こ
ろ
は
、
行
事
に

み
ん
な
が
進
ん
で
協
力
し
、
盛
り

上
げ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
運
動

会
や
輝
光
祭
・
S
A
C
や
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
、
ク
ラ
ス
全
員
で

協
力
し
合
い
、
助
け
合
っ
て
目
標

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
精
神
を
是
非
残
し
て

い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
改
善
し
た
い
と
こ
ろ
は
、

あ
い
さ
つ
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
で

す
。
も
っ
と
も
っ
と
あ
い
さ
つ
が

活
発
に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

さ
ら
に
い
い
学
校
に
変
わ
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

栢
…
…
…
…
…
会
計

内
田

創

残
し
た
い
も
の
は
元
気
と
明
る

さ
で
す
。
み
ん
な
が
部
活
動
や
輝

光
祭
な
ど
の
行
事
を
や
る
と
き
は
、

を
し
っ
か
り
し
て
明
る
い
学
校
に

し
た
い
で
す
。

残
し
た
い
こ
と
は
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
で
す
。
授
業
も
毎
日
の

生
活
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す
。

先
輩
が
作
っ
た
伝
統
を
し
っ
か
り

と
守
り
、
新
し
い
伝
統
を
築
く
た

め
に
、
全
員
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
な
環
境
を
全
員
で
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
、供
楽

し
さ
を
持
っ
て
来
る
学
校
、
喜
び

を
持
っ
て
帰
る
学
校
僑
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

栢
…
…
副
会
長

西
村

英
里
子

残
し
た
い
こ
と
の
一
つ
め
は
、

輝
光
祭
で
作
成
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
ア

ー
ト
で
す
。
町
の
名
物
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
二
つ
め
は
、
自
由
で
明
る
い

校
風
で
す
。
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
、

自
分
の
考
え
で
、
勉
強
や
部
活
動

に
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。

一
方
改
善
し
た
い
こ
と
は
あ
い

さ
つ
で
す
。
自
由
と
い
う
こ
と
は
、

と
も
す
る
と
個
人
主
義
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
学
校
を
も
っ
と
明
る

く
す
る
た
め
に
も
、
大
き
な
声
の

あ
い
さ
つ
は
、
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

栢
…
…
…
…
書
記

神
原

崚
介

残
し
た
い
と
こ
ろ
は
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
す
。
朝
の
読
書
や

無
言
清
掃
な
ど
が
し
っ
か
り
で
き

茅
…
…
副
会
長

清
水

美
世
子

残
し
た
い
こ
と
は
、
行
事
に
真

剣
に
取
り
組
め
る
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
二
学
期
に
行
わ
れ
た
運

動
会
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
輝
光

祭
で
は
全
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
行
事
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
善
し
た
い
と
こ
ろ
は
、
あ
い

さ
つ
や
返
事
の
声
が
小
さ
い
こ
と

で
す
。
だ
か
ら
、
た
か
が
あ
い
さ

つ
、
た
か
が
返
事
と
思
わ
な
い
で

ほ
し
い
で
す
。
こ
の
こ
と
が
改
善

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

茅
…
…
…
…
書
記

須
田

雅
俊

生
徒
は
元
気
が
良
く
、
明
る
い

生
徒
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
に
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
個
性
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
、
各
ク
ラ
ス
が
団

結
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら

し
い
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
行
事
な
ど
で
意
見
を
出

し
合
う
と
き
に
一
人
ひ
と
り
の
考

え
方
の
違
い
、
個
性
の
違
い
か
ら

素
晴
ら
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
、
十
人
十
色
を
大
切
に

す
る
学
校
で
す
。

【

年
度
役
員
】

２１栢
…
…
…
…
…
会
長

桂

亘
佑

足
り
な
い
こ
と
は
、
明
る
さ
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
、
返
事

新
旧
生
徒
会
役
員
に
、
野
木
二

中
に
残
し
た
い
こ
と
、
改
善
し
た

い
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

【

年
度
役
員
】

２０茅
…
…
…
…
会
長

中
山

佳
紀

残
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
、
空

き
缶
を
た
く
さ
ん
集
め
て
作
る
ビ

ッ
グ
ア
ー
ト
で
す
。
毎
年
各
ク
ラ

ス
が
集
め
た
空
き
缶
の
数
を
競
い
、

そ
の
結
果
や
っ
と
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
長
い
間
続
い
て
き
た
も
の

な
の
で
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

改
善
し
た
い
こ
と
は
、
あ
い
さ

つ
で
す
。
全
く
で
き
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
ま
だ
不
足
し

て
い
て
、
生
徒
の
元
気
に
も
直
結

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

↑
昨
年
の
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト

北
京
五
輪
で
活
躍
し
た
上
野
投
手
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恭新橋児童館

算親子でヨガ！

お子さんと一緒にリラックスして

みませんか。

日 時 ３月７日（土）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者/１５組

参加料 ５００円（親子で）

申 込 児童館へ（電話可）

算ママ講座

アレルギー&花粉症に困っていま

せんか？アレルギーに良い食を栄養

士さんが紹介外

日 時 ３月６日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象

幼児とその保護者/２０名程度

参加無料・申込不要

算幼児クラブお別れ会

幼稚園・保育園にいくお友だちの

お別れ会をします。児童館の思い出

にぜひ参加してください。

日 時 ３月１９日（木）

午前１０時～正午

対 象

幼児クラブに登録のある幼児と

保護者/４０組程度

参加料 １５０円

申 込 参加料を添え児童館へ

（電話不可）

算オセロ大会

日 時 ３月３１日（火）

午前１０時～正午

対 象 小学生/３０名

参加無料

申 込 ３月１日～児童館へ

（電話可）

恭あかつか児童センター

算ママの時間

ビーズアクセサリーを作りましょ

う。

日 時 ３月２日（月）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加費 ３００円

申 込 参加費を添え児童センター

へ（電話不可）

算なわとび大会＆体育館で遊ぼう

なわとびを頑張ったら、楽しいゲ

ームをしましょう。

日 時 ３月７日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童

参加無料・申込不要

算起震車体験

大きな地震が予言されています。

そんなとき、小さな子どもをどう守

るか？小学生以上のみなさんは、自

分はどうしたら良いか？お話しを聞

いて地震体験しませんか。

日 時 ３月２４日（火）

午後２時～

対 象 児童と保護者

参加無料・申込不要

恭合同イベント

算児童館の集い＆

参加型ファミリーコンサート

児童館で行っているイベントの発

表会。児童館の活動をのぞいてみま

せんか。

日 時 ３月１４日（土）

午後１時３０分～３時３０分

会 場 エニスホール小ホール

対 象 児童と保護者、近隣の方

出し物

幼児クラブ（体操）、親子ヨガ、中学

生の楽器演奏、小学生の出し物他

観覧代 子ども/無料

大 人/３００円

※詳しくは問い合わせください。

※「児童館の集い」開催のため、３月
１４日、新橋児童館・あかつか児童セ
ンターは休館となります。

算バス遠足

大人気のバス遠足外今回は「羽田

空港＆お台場フジテレビ見学」。み

なさんの参加をお待ちしています。

日 時 ３月２７日（金）

午前８時３０分出発

対 象

小学生以上（幼児の参加は保護者

同伴）/４０名程度

参加料 子ども/２５００円

大 人/３０００円

（お弁当は各自持参）

申 込

３月６日までに参加料を添え児童

館または児童センターへ

（18）
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毅
毅

毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

保育所へどうぞ

丸林保育所では、『若いお姉さん保育

士』から『子育て真っ最中の現役ママさ

ん保育士』そして『子育てを卒業した経

験豊富なベテラン保育士』などバラエテ

ィーに富んだスタッフが、皆さんからお

預かりしている大切なお子さんたちの保

育業務に全力であたっています。

今日では、３歳未満児の約８割が家庭

で養育されていると聞きます。核家族化

の影響もあって、若いお母さんと赤ちゃ

んがそれぞれの家庭で孤立してしまって

いるようです。ぜひ、保育所の保育士・

栄養士・看護師とともに子どもの遊びや

食事、健康などについて、ひざを交えて

語らいましょう。保育所との交流を深め

ている学生やボランティアの方々のお力

もお借りしています。昔、どこにもいた

『隣の世話焼きおばちゃん』的なものと

思ってください。子どもと一緒の手遊び

やリトミック体感などを行いながら、ス

タッフが子どもの発達に関する悩みなど

に適切なアドバイスをさせていただきま

す。「同年代の親子と一緒に過ごす中で

気持ちが楽になった」「助けあえる友人が

できた」「温かく迎えてくれた」「気軽に相

談に応じてくれた」などのお言葉もいた

だいています。

これからも私たちスタッフ一同は、地

域で親しまれ信頼される保育所を目指し

て、「ふれあい・学びあい・育てあい」の

３つの「あい」を合言葉に、親子が自由

に遊び過ごせる居場所づくりに積極的に

取り組んでいきます。

お友だちと一緒に遊びにいらしてくだ

さい。お待ちしています。

丸林保育所保育士 伏木ミサ子

朝ごはんのすすめ

脳は体のあらゆる機能の司令塔です。

そのエネルギー源は定期的に補給する必

要があるので、１日３回の食事をとるこ

とが大切です。

特に午前中が脳の働きのベストタイム。

脳は朝ごはんを待っています外そこで簡

単に作れて、栄養バランスの良い朝食メ

ニューを紹介します。

「作って簡単、おいしさに感嘆外

簡単・感嘆おやき」

刺材料（4こ分）

ごはん…４００ｇ

プロセスチーズ…４０ｇ

ちりめんじゃこ…２０ｇ

にら…４０ｇ 桜エビ…８ｇ

サラダ油…大さじ１弱

算作り方

①ごはんはしゃもじでつぶし、チーズ（サ

イコロ状に切る）、じゃこ、桜エビ、刻んだ

にらを混ぜる。

②①を４等分し、ラップを使って丸めて

から、平らになるように手でつぶす。

③フライパンを熱し、サラダ油を入れ、②

の両面をこんがり焼く。

町健康福祉課健康増進係

（1こ分）
エネルギー 238kcal
タンパク質8.3g
脂質5.2g
炭水化物37.6g
カルシウム137mg
鉄0.3mg
塩分1g

（19）



古
河
市

算
日
本
一
の
花
桃
の
里

古
河
桃
ま
つ
り

期

間

３
月

日
（
金
）～
４
月
５
日
（
日
）

２０

会

場

古
河
総
合
公
園

（
古
河
市
鴻
巣
３
９
９
‐
１
）

※
期
間
中
は
古
河
駅
西
口
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
（
有
料
）

※
開
催
情
報
な
ど
、
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

撒
０
３（
５
７
７
７
）
８
６
０
０

こ
が
ナ
ビ

問
古
河
市
観
光
協
会

撒
（

）
１
８
１
１

９１

北
川
辺
町

算
い
き
い
き
学
び
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

皆
さ
ん
が「
生
涯
学
習
」に
取
り
組
む
き
っ
か
け

づ
く
り
の
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
学
習
成
果
の

発
表
や
様
々
な
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

酸
体
験
学
習
の
部

３
月

日
（
土
）

午
前

時
～
午
後
２
時

１４

１０

酸
芸
能
音
楽
の
部

３
月

日
（
日
）

午
前

時
～
正
午

１５

１０

会

場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

問
北
川
辺
町
教
育
委
員
会

撒
（

）
１
７
１
０

６２

h
ttp
://w
w
w
.ko
g
akan
ko
.jp
/

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

（20）
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優
良
従
業
員
を
表
彰

町
工
場
協
会
の
優
良
従
業
員
表
彰

式
が
１
月

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２９

こ
れ
は
多
年
に
わ
た
り
職
務
に
精

励
し
、
地
域
産
業
と
協
会
の
発
展
向

上
に
貢
献
し
た
方
を
表
彰
し
て
い
る

も
の
で
す
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方

々
で
す
。（
敬
称
略
）

酸
遠
藤

江
利
子
（
足
利
銀
行
）

酸
三
浦

進
一
（
坂
本
香
料
）

酸
吉
田

孝
（
ゼ
ブ
ラ
）

酸
高
嶋

照
恵
（
ゼ
ブ
ラ
）

酸
増
山

裕
子

（
ト
ー
セ
ロ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

酸
海
老
沼

恵
子

（
ト
ー
セ
ロ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）

酸
野
田

辰
雄
（
日
鐵
住
金
建
材
）

酸
丸
山

剛
（
日
本
製
箔
）

酸
長
屋

和
則

（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
）

Topics～町の話題・投稿～

算
第

回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

３２
菅
谷
学
人
/
野
澤
健
太
朗
/
橋
本
祥
平

平
澤
大
夢
/
水
戸
岡
翔
大
/
井
口
慶
祐

栗
栖
直
人
/
仲
健
太
郎
/
加
藤
玲
奈

田
村
果
紀
/
鈴
木
惠
理
/
佐
々
木
裕
子

木
暮
千
晶
/
加
藤
圭
恵
/
平
川
由
美
子

〈
野
木
二
中
〉

算
第
４
回
春
の
全
国
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
（
男
子
）

福
島
健
次
郎
/
針
谷
瑛
/
入
江
真
弘

内
田
健
人
/
鎌
田
崚
平
/
植
竹
大
輝

和
久
井
翔
太
朗
/
行
川
和
明
/
稲
川
喬
之

石
崎
翔
平
/
須
田
翔
伍
/
三
串
耕
平

高
塚
毅
郎
/
松
井
健
介
/
野
間
徳
真

算
第

回
関
東
中
学
生
弓
道
大
会

１９
和
田
直
之
/
原
口
和
也
/
市
川
祐
貴

佐
々
木
拓
哉
/
篠
崎
夏
実
/
荘
司
和
香
奈

矢
内

凪
/
脇
坂

悠

算
第

回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会
（
硬
式
）

３９
岡
島
昂
生

（
小
山
ボ
ー
イ
ズ
所
属
）

算
第

回
関
東
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

１４
工
藤
卓
人

（
Ｆ
Ｃ
古
河
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
所
属
）

算
Ｊ
Ｆ
Ａ
プ
レ
ミ
ア
カ
ッ
プ

２
０
０
８
関
東
大
会

竹
内
博
紀

（
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
小
山
所
属
）

健
闘
を
讃
え
て

年
度
野
木
町
小
中
学
校

２０

関
東
全
国
大
会
出
場
者
報
告
会

２
月
９
日
、エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、町

内
の
小
中
学
生
の
関
東
全
国
大
会
出
場
者
報

告
会
が
行
わ
れ
、選
手
代
表
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

大
会
結
果
と
今
後
の
抱
負
を
力
強
く
報
告
し

て
く
れ
ま
し
た
。

【
中
学
生
】

〈
野
木
中
〉

算
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

大
竹
菜
央

算
第

回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会

３３
塚
越
琴
美
/
大
竹
菜
央

算
第
５
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
（
男
子
）

算
第

回
関
東
中
学
生
弓
道
大
会

１９
柿
崎
雅
哉
/
今
泉
吉
基
/
光
野
修
平

渡
辺
雄
也
/
大
原
友
希
/
小
野

恵

松
本
晶
美
/
八
周
緑
蘭
/
金
田
冴
莉

算
第

回
関
東
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
（
女
子
）

３７
本
田
利
緒
/
岩
渕
美
奈
/
舘
野
有
香

田
上
桐
子
/
岩
﨑
遥
子
/
永
塚

梓

加
倉
田
美
咲
/
尾
花
麗
乙
那
/
岩
渕
美
沙

内
山
桃
花
/
針
谷
光
美
/
阿
久
津
淳
子

舘
野
晴
香
/
鈴
木
允
萌
/
橋
本
真
由

【
小
学
生
】

剣

道
…
野
木
剣
友
会

算
全
日
本
少
年
武
道
（
剣
道
）錬
成
大
会

新
橋
小
酸
神
原
智
央
/
舘
野
達
哉
/
上
杉
美

香
/
小
澤
莉
果

佐
川
野
小
酸
山
谷
涼
太
/
山
谷
洸
太

ミ
ニ
バ
ス
…
新
橋
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
パ
ワ
ー
ズ

算
富
士
吉
田
ふ
じ
や
ま
カ
ッ
プ
関
東
大
会

新
橋
小
酸
鹿
島
美
彩
/
大
内
桃
菜
/
大
内
結

莉
愛
/
宇
賀
神
百
可
/
野
中
咲
月
/
茂
呂
悠

佳野
木
小
酸
小
林
愛
理
/
根
岸
里
菜
/
牧
原
玲

良
/
澤
田
奈
緒
/
澤
田
里
緒
/
根
岸
由
衣

少
年
サ
ッ
カ
ー
…
野
木
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ブ
レ
イ
ズ

算
第

回
関
東
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

３２

野
木
小
酸
知
久
真
吾
/
七
五
三
掛
泰
央
/
知

久
公
平

新
橋
小
酸
棚
橋
俊
太
/
小
林
将
也
/
國
西
達

也
/
小
川
雅
仁
/
秋
元
裕
真
/
中
原
和
馬
/

齊
藤
舜
/
空
本
健
太
郎

佐
川
野
小
酸
鈴
木
香
助
/
鈴
木
将
紘
/
菅
谷

竜
/
鈴
木
綾
華
/
鈴
木
士
隆

南
赤
塚
小
酸
深
山
敦
也
/
船
渡
川
広
基

水

泳
…
あ
か
や
ま
Ｓ
Ｓ
所
属

算
第

回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

３１

ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

新
橋
小
酸
内
田
圭
哉
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く
り
」
を
目
指
す
宣
言
を
採
択
し
ま

し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
や
防
犯
活
動
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
に
感
謝
状
を
贈
り
、

防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

し
た
小
・
中
学
生
も
表
彰
し
ま
し
た
。

野
木
町
関
係
（
敬
称
略
）

【
実
践
体
験
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
コ

ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
感
謝
状
】

潤
島
福
寿
会
/
若
林
長
寿
会

友
沼
下
中
寿
会
/
川
田
和
楽
会

野
木
町
佐
川
野
三
和
長
寿
会

【
野
木
町
長
感
謝
状
】

纂
交
通
安
全
功
労
者

大
竹
秀
守
/
伏
木
喜
市

寳
示
戸
英
夫
/
中
野
房
子

纂
交
通
安
全
功
労
団
体

野
木
小
学
校
交
通
安
全
母
の
会

纂
防
犯
功
労
団
体

丸
林
西
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

和
太
鼓
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

野
木

in

図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
報
告

町
図
書
館
で
は
、
町
在
住
の
大
貫

昭
夫
さ
ん
よ
り
、
プ
ロ
和
太
鼓
奏
者

の
谷
口
武
芳
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ

き

月

日
に
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

１２

２１

を
開
催
し
ま
し
た
。

名
も
の
方
が
、
間
近
に
響
き
わ

７０
た
る
和
太
鼓
の
演
奏
に
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
ま
ち
外

野
木
町
、
小
山
市
と
小
山
警
察
署

主
催
に
よ
る
「
交
通
安
全
・
防
犯
・

暴
力
追
放
市
町
民
大
会
」
を
１
月
１７

日
に
小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
交
通
事
故
や
犯
罪
や

非
行
が
な
く
暴
力
団
を
許
さ
な
い

「
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

感
動
再
び
外本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市

寄
贈
さ
れ
た
本
や
廃
棄
と
な
っ
て

し
ま
う
本
の
有
効
活
用
を
目
的
に
、

町
図
書
館
恒
例
の
本
の
リ
サ
イ
ク
ル

市
が
、

月

日
か
ら

日
ま
で
開

１２

１３

１８

催
さ
れ
ま
し
た
。

活
字
離
れ
が
危
惧
さ
れ
る
昨
今
に

あ
っ
て
も
４
０
７
名
の
方
が
、
５
日

間
に
わ
た
る
期
間
中
に
来
館
さ
れ
、

２
７
１
１
冊
の
本
が
無
料
で
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
し
た
。

「
探
し
て
い
た
本
に
や
っ
と
め
ぐ

り
あ
え
た
」
と
、
数
冊
の
本
を
宝
物

の
よ
う
に
抱
え
て
帰
る
利
用
者
の
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
本
が
ま
た
い
く
つ

も
の
感
動
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
で
し

ょ
う
。

な
お
、
町
図
書
館
で
は
さ
ら
に
町

内
小
中
学
校
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
な
ど

施
設
に
も
４
６
３
冊
の
本
を
提
供

１１し
ま
し
た
。

【
小
山
警
察
署
長
・
小
山
地
区
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
状
】

纂
優
良
運
転
者

篠
原
裕
子
/
亀
田
く
み
子

【
小
山
警
察
署
長
・
小
山
地
区
交
通
安

全
協
会
長
連
名
感
謝
状
】

纂
交
通
安
全
功
労
者

平
澤
克
/
山
中
通
/
須
田
榮

纂
交
通
安
全
功
労
団
体

大
宮
ホ
ー
ロ
ー
製
作
所
㈱
栃
木
工
場

日
本
製
箔
㈱
野
木
工
場

石
﨑
産
業
㈱
野
木
町
工
場

㈱
乃
木
鈴
建
設
産
業

日
鐵
住
金
建
材
㈱
野
木
製
造
所

【
小
山
警
察
署
長
・
小
山
地
区
防
犯
協

会
長
連
名
感
謝
状
】

纂
防
犯
功
労
者

針
谷
久
子
/
三
柴
裕
見
子

髙
松
昇

纂
防
犯
功
労
団
体

ゼ
ブ
ラ
㈱
野
木
工
場

【
小
山
警
察
署
長
・
小
山
地
区
防
犯
協

会
長
連
名
表
彰
状
】

纂
防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

濱
田
紗
都
美
（
新
橋
小
６
年
）

平
山
き
あ
ら
（
野
木
第
二
中
３
年
）

西
山
菜
月
（
野
木
第
二
中
３
年
）



Topics～町の話題・投稿～

あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気

付
い
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思

い
、「
あ
い
さ
つ
は
心
の
ふ
れ
あ
い
の

第
一
歩
」
と
、
私
な
り
の
あ
い
さ
つ

運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
こ
と
を
取

り
上
げ
て
く
れ
た
文
章
で
あ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
三
十
年
。
あ
る
日
の
こ

と
、
大
病
し
運
よ
く
退
院
し
た
私
に

見
知
ら
ぬ
方
か
ら
「
ご
病
気
を
な
さ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
お
元
気
に
な
ら

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
私
は
野
木

に
来
て
初
め
て
あ
な
た
に
あ
い
さ
つ

を
さ
れ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
よ
。

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
の

こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
。

今
で
は
な
ん
と
、
誰
彼
に
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
る
う
え
に
、
い
つ
も
誰
か

が
助
け
て
く
れ
る
。
昨
日
も
雨
の
中
、

自
動
車
を
止
め
私
を
自
宅
ま
で
送
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
た
。
感
謝
鎧

（23）

投
稿

あ
い
さ
つ
は

心
の
ふ
れ
あ
い
の
第
一
歩

杉
山
さ
つ

今
朝
、
何
気
な
く
夫
の
本
箱
か
ら

「
古
河
市
退
職
校
長
会
誌
」
を
取
り
出

し
、
開
い
て
み
た
。
そ
の
中
に
、
旧

一
高
の
校
長
先
生
が
心
に
残
る
話
と

し
て
書
か
れ
た
文
章
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
読
み
、
今
は
な
ん
と
あ
べ
こ
べ

の
常
態
か
と
苦
笑
し
た
。

そ
れ
は
、
私
の
実
践
し
て
き
た

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
取
り
上
げ
た
文

章
だ
っ
た
。

私
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
町
で
は
、

誰
彼
と
な
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た

の
だ
が
、
野
木
町
に
転
居
し
て
み
る

と
、
あ
い
さ
つ
と
い
う
ふ
れ
あ
い
が

名
誉
農
業
士
に
田
村
勝ま

さ

榮
さ
ん

え
い

名
誉
農
業
士
の
認
定
式
が
、
１
月

９
日
県
公
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
知

事
よ
り
認
定
証
書
の
交
付
が
あ
り
ま

し
た
。

名
誉
農
業
士
と
な
っ
た
田
村
勝
榮

さ
ん
（

歳
）は
、
農
業
士
と
し
て

６１

１０

年
に
わ
た
り
地
域
農
業
の
推
進
に
指

導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
本
町
農
業
の
振
興
と
農
業

後
継
者
の
育
成
指
導
の
た
め
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

野木町へのアクセスが

分かりやすく

かねてより国土交通省に

要望してまいりました新４

号国道から野木町へのアク

セスポイントとなる案内標

識が、小山市東野田（上下

線）に設置されました。

賛下り線（至宇都宮方面）

賛上り線（至東京方面）

ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
外

町
政
へ
の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
提
案
や
ご

意
見
は
、
担
当
課
へ
回
付
し
、
今
後
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
所
・
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
、
担
当

課
で
検
討
し
ご
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

内
容
に
よ
り
ま
し
て
は
電
話
や
面
談
で
の
説
明

等
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

撮
お
手
紙
で

宛
先
〒
３
２
９
‐
０
１
９
５
（
住
所
不
要
）

野
木
町
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
行

撮
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

姉
０
２
８
０（

）
４
１
９
０

５７

撮
メ
ー
ル
で

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
「
ご
意
見
箱
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
企
画
財
政
課

撒
（

）
４
１
２
９

５７

２月１日現在

人口男12,698人

女12,957人

計25,655人

世帯数 8,966

町の人口

乗
る
の
な
ら

み
ん
な
で
や
め
よ
う

そ
の
一
杯

町内の犯罪発生件数

2空き巣

１
月
累
計

0自動車盗

0車上ねらい

2自転車盗

2
(2)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

21

0
(-1)

自動車盗
（増減）

0
(-3)

車上ねらい
（増減）

2
(0)

自転車盗
（増減）

町内の交通事故

7件数

１
月
累
計

0死者

15傷者

7
(0)

件数
（増減）
年
累
計
（
前
年
比
）

21

0
(0)

死者
（増減）

15
(6)

傷者
（増減）

町内の救急出場

73
出場
件数１

月
累
計 68
搬送
人員

754
(29)

出場
件数
（増減）
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２０

683
(26)

搬送
人員
（増減）



ギャラリー

信用第一をモットーにファミリーで不動産業を営む

こと４０数年。町の発展と変遷を不動産業者の立場から

見つめてきた勇さん。「更なるインフラ整備の充実を望

む」と、町への要望を熱く語る。世界的金融危機による

野木町そして不動産への影響にも思いをめぐらす。

趣味は読書と旅行。読書は経済関係からミステリー

まで幅広く読破。特に西村京太郎の大ファン。旅行は

海外にまで足を伸ばす。特に中国や東南アジアの仏教

遺跡めぐりがお気に入り。プラン作りから自ら行い、決

して人任せにはしない。健康維持の散歩も日課にする。

家業の後継者には恵まれてはいるが、「まだまだ倅には

任せてられん外」と意気軒昂。

平
成

年
３
月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
５
０
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

〒
３
２
９
―
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

緯
０
２
８
０（

）
４
１
１
７

２１

５７

「ヨシ焼きの日」 小林
こばやし

茂さん
しげる

燻
り
続
け
て
突
然
燃
え
上
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
豁
然
と
燃

え
上
が
る
紅
蓮
の
炎
と
煙
。
そ
の
物
凄
さ
と
美
し
さ
に
感
動
し
て

撮
っ
た
貴
重
な
一
枚
。

押花は、その日その時に残しておきたい

思い出づくり。昔、本の間に挟んだ押花の

記憶。あの頃が懐かしく思い出されます。

その魅力は今も昔も変わることはありませ

ん。

押花は、自然豊かな大地からの贈り物。

四季折々に咲き匂う野の花の可憐さ美しさ

をそのまま残すことができます。自然にふ

れあうことで心が和み安らぎます。

大好きな花への想いと人とのつながりを

大切に、これからも楽しんでいこうと思い

ます。


